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Velo-city国際会議からの話題



出典:Velo-city2024 Opening ceremony資料

自転車活用の進め方について議論する
世界最大級の自転車国際会議

↑ECF…欧州サイクリスト連盟(欧州を拠点に自転車活用を推進する非営利団体組織)



出典:https://www.velo-city-conference.com/en/about-velo-city/velo-city/#mod17

プレゼン登壇者・展示の出展者・参加者が
世界中から集う

自転車活用
×

交通・まちづくり・観光・安全・健康・教育・産業・市民活動...etc
様々な社会課題を「自転車」を切り口に議論し、情報共有、交流



会場の様子



プログラム



プログラムの例：ディスカッション

Inclusive bike-sharing systems: Planning next steps to expand

出典:https://www.velo-city-conference.com/en/programme/sessions/inclusive-bike-sharing-systems-planning-next-steps-to-expand/
https://www.vanraam.com/en-gb

参加者同士のグループディスカッション

テーマ例「広大な農村地域におけるシェアサイクルの実証実験」「複数人乗り自転車の活用」





【海外事例】

モビリティシェアリング

とモビリティ・ハブ



多くの自転車と空間活用-ルーヴェン市（ベルギー）

↑ 出典：Google Maps



Hoppinpunt(モビリティハブ)-ルーヴェン市

Leuven市 プレゼンテーション資料



Hoppinpunt(モビリティハブ)-ルーヴェン市



シェアードモビリティのクラスタリング：ルーヴェン市

Leuven市 プレゼンテーション資料

○都市内の移動の特性を考えたシェアードモビリティの展開



電動アシストカーゴバイクのシェアリング：ルーヴェン市

Leuven市 プレゼンテーション資料

○域内の自動車による負荷を減らすためには物流車両も着目



まちなかのモビリティハブ：ルーヴェン市



まちなかのモビリティハブ：ルーヴェン市



モビリティハブでのベビーカーシェア：ルーヴェン市

○子乗せ自転車で中心市街地まで来ても、まちでは歩かなくては・・・ベビーカー（バギー）
シェアにより、その先のケアをすることで自動車からの転換が実現する （明確なコンセプト）



ベビーカーシェア Buggy booker：ルーヴェン市

Leuven市 プレゼンテーション資料



ヒアリング概要：ルーヴェン市

マーケットマスターとしての行政の役割

• まちへ入ってくる多様なサービスやモビリティに対し、公共のエリ
アをどう使っていくか、ルールを決め管理する立場

• どこにでも勝手に止めても良いようなもの（フリーフロート）は、絶
対に街の中に入れないと決めている

各施策の目的は、自動車の分担率を下げること

• Climate Neutralの目標

• 住宅政策を柱にモビリティ施策を考える

• (近隣住民での)カーシェアの推進

• 自転車のシェアリングは自転車分担率を上げるための過渡期的な
対策で、長期的にはMy自転車への転換を指向

• 成長に合わせてニーズの変わる子ども向け自転車のレンタルや、
高価なカーゴバイクのシェアを実施している

• 低所得者層に対する交通費の割引制度を検討中



市街地周辺も視野にいれた展開：ルーヴェン市

Leuven市 プレゼンテーション資料



交通戦略としての実施：ルーヴェン市



モビリティハブと自転車：アイントフォーヘン（オランダ）

○ シェアサイクル（電動）と、電動スクーターのポート



モビリティハブと自転車：アイントフォーヘン（オランダ）

○ P+R Meerhoven



シェアカーゴバイク：フライブルク（ドイツ）

○ シェアサイクルと共通アプリで貸出返却手続きが可能



国内でも戦略的な新しい取り組みが

○ 民間鉄道会社がシェアサイクルを“競合”ではなく、“補完”ととらえた取り組み

資料提供：上田電鉄株式会社



マイクロモビリテイ・シェアモビリティを活かしたまちづくり
次のステージは？

• 民間事業者の努力もあり、本会議の第１回の頃に比べると、
全体ではポート数・事業規模は一定以上の状態を実現。

• 持続可能なまちづくりにむけて、戦略的な展開と、そのため
に交通を体系的にとらえたとりくみが必要！！

• あらたな技術の可能性をまちづくりへの取り込みへ！！！
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